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次回読書会
1月23日（火）
13時半から

★2月4日（日）2月6日（火）の13時半から写経会を行います
★両日とも観音偈（法華経観世音菩薩普門品第25の偈文）の写経です
★同じ内容です どちらかの日あるいは両日参加頂いても結構です
★なぞり書き用の写経用紙をご用意します まずはなぞり書きから始めましょう
★経験のある方は手本を見ながら白紙の用紙に写経してみてはいかがでしょうか
★書道用具はなくても大丈夫です 小筆と墨をご用意いたします
★もし小筆か筆ペンの細文字用があればお持ちください
★書道用具をお持ちの方は持参いただければ幸いです
★字の巧拙は全く関係ありません 一字一字心を込めて写経しましょう

写経会2月４日（日）
2月6日（火）

●今年は法華経全文をはじめからゆっくり読んでいきます
●文学としての法華経の面白さを皆さんにお伝えします
●30分ほど大きな声で読誦した後に内容の解説をします
分かり易いように現代訳もご用意しました
●またお釈迦様の教えをそのまま語り伝えてきたといわれる
「法句経（ダンマパダ）」も一緒に読んでいきます
●私が分かったことをそのままに分かり易く皆さんにお伝えします
●途中からでも参加できるよう 読書会用のファイルを作りました
皆さんの参加をお待ちしています

〇映画会のラインナップは17号
でご確認ください
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狂言綺語・・・見ること見られること

琉游舎：戸井 出琉・恭子

お問い合わせ先：0287-53-7848 08033508152

矢板市大槻2319－17コリーナ矢板Ｃ－８５０
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琉游舎の窓から高原山の頂が見えます。晩秋まではコリーナの自然に囲まれて全く見えなかった頂が、
冬になってすっかり葉っぱを落とした木々の枝の間から雪をうっすら被った姿を見せてくれます。ポコ
ンポコンポコンと3つの頂の真ん中が鶏頂山。高原山が望めるどこから見ても鶏の頭に見えてどこかユー
モラスなたたずまい。右側のとんがった頂が高原で一番高い標高1795メートルの釈迦ヶ岳。いずれも信
仰の山です。鶏頂山山頂には鶏頂山神社が祀られ、釈迦ヶ岳山頂には祠と私の背丈より高い釈迦如来像
が安置されています。
関東平野北端のこの地から、晴れた日には西から日光の男体山女峰山、北に向かって高原山から那須
の茶臼岳、東方に目をやると八溝山、南に目を転じると筑波山と北関東の信仰の山々が、その姿でそれ
とすぐわかるたたずまいを見せてくれています。古来からこの土地の人はこの山々を見て、日和見をし、
自然の恵みと農作物の豊作を願い、また自然を恐れ感謝してきたのでしょう。そしてこの山々が人々の
姿をちゃんと見てくれたことの感謝のしるしとして、その山々の頂上には神社やお寺が創建され祀られ
ているのでしょう。この1年余りの間に私は鶏頂山と釈迦ヶ岳の頂上に3回行きました。山頂の足元から
すとんとおちた爆裂火口の先に、関東平野が一気に広がっていきます。コリーナは塩谷から大槻、喜連
川へと続く山裾から丘陵地帯への連なりの中にあり、その南側を流れる荒川の南岸からはただひたすら
平らで広大な関東平野が望めるのです。私は頂上から必ず、雄大な景色の中をピンポイントで「あの山
のあそこが琉游舎」と見ます。私が毎朝琉游舎の窓から高原山の頂を見て、あの頂のあの場所に立つ自
分自身を見るように。
私たちは日々の生活の中で何を見ているのでしょうか。ひょっとしたら見ているつもりになっている
だけで、何も見てはいないのではないかという恐れが常に私に襲いかかります。この地で信仰生活に入
り1年、誤解を恐れずに言うならば、今までの生活の中では見えていなかったものが見えて来るようにな
りました。それは目の前に存在していたのに、見ようとしなかったことであったり、視点を変えること
で違う見え方が現れたと言うことに過ぎないかもしれません。まただからといって今まで見てきたもの
が誤った見方だったとも思いません。よりいっそう鮮明に見え、また見えるものが増えて、生活と心が
裕福になった気がするのです。そしてかつてより気持ちが穏やかになっていることを感じるのです。ど
うしてそうなったか、一つ言えるとしたら、「自ら計らない、自ら分けない」と言うことを心がけてい
るからだという気がします。見たいものだけを見て、見たくないものに目をつぶれば、あるがままに観
ることにはどうやってもたどり着くことはできないでしょうから。
ところが世の中見たくないもの、目を覆いたくなるものばかりです。そして目に入ったら心が乱され
てくる、何か言いたくなる、怒りたくなる、その繰り返しが日常だと言ってもいいでしょう。そこで提
案です。「見る」ことは「見られる」ことだと考えてみればどうでしょう。するとこの心の乱れも相手
からも見られてもいるんだなとなり、それは相手を鏡として自分の心の乱れが相手に投影されているの
を見ることになると思うのです。そうすると心が乱れたこともばからしくなりますね。鏡に向かって小
鳥が一生懸命自分の姿をくちばしでつついて攻撃しているようなものなのですから。
「見る」ことは「見られる」ことであり、そして「観る」ことはまた「観られる」ことでもあるので
す。何を根拠にこのことがいえるかと問われても、「信」のことは「理」で論証のしようがありません。
私が毎朝琉游舎の窓から高原山の頂を見るとき、その頂から自分自身が見られていることを強く感じま
す。山から促されてそこに心と体が向き合うとき、山を見ていると言う感覚が起こるのです。山から見
なさいと促されること、つまり山から見られていることを感じてはじめて山を「見る」ことができるの
だと思います。これは山に何か神聖なもの、根源的な力を感じるからではなく、私たちにとって山は山
をあるがままの山として見ることが比較的簡単にできる対象だからなのです。対象が人であれ、自然で
あれ、また行為であれ、それを「あるがままに見る」ことができたとき、その対象はあるがままに私た
ちに語りかけ、あるがままの姿を顕わし、あるがままの私たちを見てくれるのではないでしょうか。そ
れが「見る」ことの本質のような気がします。「見ることは見られること」それは対象と「信」で一つ
になり心が自由に安らかになること。そして「見る」と言う行為が「観る」という「行い」になること。
「観る」という「行い」は「観られる」ことによってはじめて成立すること。なのです。
コリーナは山の中にあるため、上に記した北関東の信仰の山々を一望できません。
一望できる私のお気に入りの場所は氏家から北に向かう
大宮街道の途中にあります。冬の晴天の日ばかりでなく
雨の日も曇りの日も、そこで私は山々に思う存分
見られる存在になりたいと思います。
それではまた次号でお会いしましょう。（出琉）


